
「サンゴの村宣言」 ＳＤＧｓプロジェクト

目標17　パートナーシップで目標を達成しよう

　「実施手段を強化し、持続可能な開発に向けて世界の国々が協力する」という

目標です。

　2030 年までに、すべての国が目標１～ 16 を達成できるように助け合います。

　それぞれの国がＳＤＧｓを取り入れて予算の確保や取り組む内容を考え、そ

れぞれの分野の問題について取り組んできた組織や人と協力します。

　さて、あなたはどの目標が一番身近だと思いま

したか？どの目標の達成に協力していきますか？

また、どのようにして協力していきますか？

　友だちや家族、学校や職場など、まわりの方と

話し合ってみましょう！

上記のＱＲコードまたは

https://forms.gle/JqC4cRDyeXUVpr7T6

からアンケートページへお進みください。

　恩納村は「サンゴの村宣言」ＳＤＧｓプロジェ

クト～世界一サンゴと人にやさしい村～を推進

しています。

　赤土流出等がサンゴへ悪影響を及ぼすなどの

【環境】への課題、観光客の増加によるトラブ

ルや消費単価の低さなどの【経済】の課題、土

地や家賃が高い、病院やスーパー、交通手段と

いった日常生活に必要な施設等の少なさなどの

【社会】の課題を解決し、住み続けられるむら

づくりを目指しています。

　この図は「サンゴをはじめとする自然環境に

やさしいライフスタイルを村民が送ることがで

き、環境と観光の共生が実現した、活力あふれ

る持続可能な恩納村」のイメージ図です。

「恩納村の 2030 年の
あるべき姿」イメージ
図へ皆さんのご意見を
お聞かせください。

　恩納村では【環境】【経済】【社会】の課題

を解決するため、さまざまなプロジェクトを

進めています。各プロジェクトについて紹介

していきます。

　Green Fins とは、UNEP（国連環境計画）と

イギリスの Reef World 財団によるサンゴ保全

の取り組みで、環境に配慮したダイビングや

シュノーケリングのガイドラインの作成と、

それを遵守しているダイビング事業者の評

価・認定を行っています。世界ではフィリピ

ン、ベトナム、タイなど 11 か国、約 600 の

ダイビングショップに採用されています。恩

納村ではこの国際基準を取り入れ、美しい海

を守り恩納ブランド

の確立を通し、持

続可能な環境と

経済の両立を

目指します。

環境保全の取り組みに参加する環境法違反を報告する
シュノーケリングをする際には
救命胴衣（ライフジャケット）
を着用する

サンゴ礁に錨を下ろさない

フカヒレ狩りを
サポートしない

魚の餌付けはしない

ブイを使用する

サンゴや海洋生物を使った
おみやげを買わない

ゴミを散らかさない

海洋生物を触ったり
追いかけたりしない

海洋生物は、生きているものも
死んでいるものも収集しない

魚突き、スピアフィッシング禁止

$$$$$

手袋は着用しないサンゴの上に立たない 砂などの沈殿物を
巻き上げない

www.greenfins.net @Green_Fins@GreenFins

Green Fins の導入
（グリーンフィンズ）

2020 年３月号からシリーズで
ゴール１～ゴール 17までを
紹介してきました。

グリーンフィンズガイドラインの例

環境 経済 社会 恩納村の 2030 年のあるべき姿

2020.12 6


